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計画の内容を知ることから　　　富井久雄さん（馬場1）

われわれ青年会「苗場会」の今年の学習テーマは感リゾート＼＼です。6目30

日には，市の商工観光課長と企画調整係長の両氏を招いて学習会を開きました。

会としては賛成ですが￥年配者や仲間にも＼地価が上がるんでは，大手企業が

乱開発するんでは……こんな心配を持っています。ですから＼とにかく計画の

内容を知ろう，そして自分たちの意見も取り入れてもらおうとの学習会です。

全国に何ヵ所かだそうですから，“雪、＼を最大限に生かした特色あるものに＼

また国の休暇に対する法律化も必要ではないかと＼個人的には感じています。

受け入れ態勢が十分でなければ　　　根津たみ子さん（若宮町）

夏・冬と一年中使えるものでないとだめかと思います。それには冬でも万全

な道路が必要ですね。それに通年働けるという職場でないと若い優秀な人材が

集まりにくいと思うんです。ある期間＼毎年来ていただくわけですから＼接客

をはじめとした受け入れ態勢が十分でなければいけませんよね。

スキー場をみても，大勢集まる所に行ってみようとしますよね。ムードづく

りが上手なんですね。日常生活と離れた空間のリゾート地，近くにできれば市

民性も変わってくると思います。ぜひ実現させていただきたいですね。

たくさんの研究材料があります 小林賢祐さん（津池）

グルメブームの時代一美佐島地域は山菜の宝庫＼大池周辺は「釣りのメッ

カ」こうした自然を生かす万法を考えて細道を作り＼山菜園や清水の出る所を

発掘することが重要だと思います。

リゾート地として私たちの取り組みは，＼＼士地の問題＼＼が大きなウエートを

占めますので時間をかけて研究したいです。もう一つは＼市民とのかかわりあ

いの深い生誕地まつりをこぞって盛り上げれば，通年型観光ゾーンに発展する

可能性があると思っています。

欄　　 叢

固有の財産を人いに生かせば 宮沢勝宏さん（土市3）

先日、クロス10であった感リゾートシンポジウム＼＼を聞きました。ぜひ．リ

ゾートを実現するためにもこの地域の特性を生かし＼地場産業を振興し＼住み

よい環境をつくることがポイントだと思います。

スポーンと健康＼保養と観光をうまく連動させること。たとえば＼当間スキ

ー場を冬期スポーツゾーンに＼夏は、名所・1日跡を再点検すれば活性化を高め

るうえで大いに期侍がもてると思います。今こそ＼市民と市との共同作業が求め

られる時期ではないでしょうか。
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住
民
共
通
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
る
こ
と

　
白
川
　
今
、
現
実
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
地
開
発
は
、
今
の

発
想
で
な
く
二
十
一
世
紀
を
頭
に
入
れ
．

な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
今
日
は

三
人
の
パ
ネ
ラ
ー
に
参
考
と
な
る
こ
と

を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。

　
原
　
リ
ゾ
ー
ト
の
原
点
の
一
つ
は
、

建
物
や
道
路
な
ど
す
べ
て
の
面
で
雰
囲

気
が
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
今
冬

と
今
日
の
午
後
、
上
空
か
ら
見
た
が
、

リ
ゾ
ー
ト
の
可
能
性
の
あ
る
地
域
だ
。

水
と
緑
、
山
岳
と
雪
、
蓄
積
さ
れ
た
文

　
「
な
ぜ
今
、
リ
ゾ
ー
ト
な
の
か
ー
十
日
町
・
中
魚
沼
地
域
に
リ
ゾ
ー
ト

構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
ー
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
十
日
町
商

工
会
議
所
な
ど
民
間
七
団
体
の
共
催
に
よ
り
、
七
月
二
十
一
日
午
後
七
時
か

ら
ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
十
日
町
地
域
と
上
越
地
域
の
二
十
三
市
町
村
が
「
レ
イ

ン
ボ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
越
後
整
備
構
想
」
と
し
て
立
候
補
し
た
の
に
対
し
、
民

間
団
体
・
市
民
と
し
て
も
内
容
を
知
り
、
そ
し
て
県
の
地
域
選
定
へ
の
働
き

化
と
歴
史
が
あ
る
。
こ
の
素
質
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
の
か
、
市
民
が
共
通

し
た
目
標
を
持
て
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
作
る
必
要
が
あ
る
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
自
然
景
観
・
環
境

の
良
い
所
に
、
お
客
さ
ん
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
“
ま
ち
”
を
造
る
こ
と
だ
。

ま
ず
は
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
取
り
組
め

ば
よ
い
。
今
日
の
よ
う
な
熱
気
が
あ
れ

ば
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

　
渡
辺
　
五
十
五
・
六
年
と
長
岡
市
で

生
活
し
た
。
雪
ま
つ
り
も
二
度
見
た
が
、

冬
の
楽
し
み
方
と
し
て
の
雪
国
文
化
を

実
感
し
た
。
こ
れ
は
リ
ゾ
ー
ト
の
重
要

な
素
材
で
あ
る
。

　
明
治
の
初
め
か
ら
百
年
間
続
い
た
物

を
生
産
す
る
と
い
う
工
業
化
の
経
済
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
新
し
い
時
代
を
要

求
し
て
い
る
。
そ
の
器
が
リ
ゾ
ー
ト
だ
。

新
幹
線
や
高
速
道
に
近
い
立
地
条
件
、

豊
か
な
自
然
条
件
が
あ
り
、
首
都
圏
三

千
万
人
を
お
客
と
し
て
か
か
え
て
い
る
。

知
恵
を
つ
け
て
行
動
す
る
べ
き
だ
。
そ

の
手
段
と
な
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
早

く
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
地
域
は

週
末
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト

　
白
川
　
リ
ゾ
ー
ト
と
観
光
地
の
主
た

る
違
い
は
ど
ん
な
点
か
。

　
原
　
観
光
は
自
然
や
文
化
・
歴
史
を

求
め
て
一
筆
書
き
の
よ
う
に
ぐ
る
ぐ
る

回
る
も
の
。
一
泊
と
か
二
泊
と
、
夕
方

四
時
に
着
い
て
翌
朝
九
時
に
出
発
す
る渡辺貴介氏

特
集
篇
嬰
覇
ー
爆
臨

と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン
に
な
る
。
一
方
、

リ
ゾ
ー
ト
は
一
週
間
、
一
ヵ
月
、
あ
る

い
は
定
住
す
る
と
い
っ
た
、
地
域
か
ら

す
る
と
新
し
い
住
民
を
迎
え
る
こ
と
、

集
落
を
造
る
こ
と
だ
。

　
白
川
　
こ
の
地
域
は
首
都
圏
か
ら
二

時
間
足
ら
ず
で
来
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

週
末
滞
在
型
リ
ゾ
ー
ト
に
な
る
と
思
う

が
。
　
梅
澤
先
生
は
四
・
五
回
視
察
に
お
い

出
い
た
だ
い
た
が
、
ど
ん
な
感
じ
の
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
。
ま

た
ど
ん
な
も
の
な
ら
成
功
す
る
か
、
お

話
し
い
た
だ
き
た
い
。

　
梅
澤
　
ア
ス
ペ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
の
隣

町
の
ス
ノ
ー
マ
ス
の
よ
う
に
な
っ
た
ら

と
初
め
か
ら
思
っ
て
い
た
。
大
都
市
の

　
　
　
　
け
ん

ア
キ
レ
ス
腱
は
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
所

が
な
い
こ
と
だ
。
一
つ
例
を
あ
げ
れ
ば
、

東
京
で
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
三
ヵ
月
先

の
予
約
と
な
っ
て
い
る
。
栃
木
県
の
黒

磯
町
の
近
く
の
山
中
で
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
成
功
し
て
い
る
。
各
種
の
ス
ポ
ー

ツ
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー
ト
を
土

台
に
し
た
週
末
滞
在
型
だ
と
思
う
。



か
け
を
し
よ
う
と
計
画
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
丸
山
市
長
は
じ
め
中
魚
沼

の
三
町
村
長
、
市
町
村
議
員
、
住
民
な
ど
、
大
ホ
ー
ル
に
入
り
き
れ
な
い
千

三
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
青
年
会
議
所
・
小
宮
山
孝
理
事
長
の
進
行
に
よ
り
、
第
一
部
が
梅

澤
忠
雄
氏
の
『
基
調
講
演
』
、
第
二
部
が
白
川
勝
彦
衆
議
院
議
員
（
大
規
模

リ
ゾ
ー
ト
建
設
促
進
議
員
連
盟
幹
事
長
）
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

『
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』
と
二
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ぺ
ー
ジ
で
は
、
第
二
部
に
つ
い
て
報
告
（
要
旨
）
し
ま
す
。

パ
ネ
ラ

紹
介

■
渡
辺
貴
介
（
わ
た
な
べ
・
た
か
す
け
）
氏
　
東
京
工
業
大
学
工
学
部
教
授
。

東
京
大
学
大
学
院
工
学
部
都
市
工
学
科
博
士
課
程
修
了
。
4
4
歳
。

■
梅
澤
忠
雄
（
う
め
ざ
わ
・
た
だ
お
）
氏
　
㈱
U
G
都
市
設
計
代
表
取
締
役

社
長
。
東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科
卒
。
4
4
歳
。

■
原
　
重
一
（
は
ら
・
し
げ
か
ず
）
氏
　
働
日
本
交
通
公
社
観
光
計
画
室
長
。

北
海
道
大
学
農
学
部
農
学
科
卒
、
東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
交
通
計
画

研
究
室
研
究
生
終
了
。
4
8
歳
。

凝

2
万
人
が
い
つ
も

滞
在
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト

　
白
川
　
私
が
信
濃
川
河
岸
段
丘
を
中

心
と
し
た
こ
の
地
域
に
描
い
て
い
る
姿

は
、
二
万
人
ぐ
ら
い
が
年
間
い
つ
も
滞

在
し
て
い
る
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。

　
い
つ
も
二
万
人
い
る
に
は
、
人
が
集

ま
る
よ
う
な
施
設
を
想
定
し
た
“
ま
ち
”

づ
く
り
で
あ
る
。
住
み
や
す
い
、
そ
し

て
住
み
や
す
さ
が
高
じ
る
と
定
住
す
る

と
い
う
現
象
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
そ

ん
な
例
を
紹
介
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た

　
リ
ゾ
ー
ト
地
開
発
で
、
地
元
に
ま
ず
ど

　
ん
な
影
響
と
か
仕
事
が
出
て
く
る
か
。

　
　
梅
澤
　
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
リ
ゾ

　
住
ん
で
い
る
人
）
、
二
次
人
口
（
別
荘

　
二
ヵ
月
間
滞
在
す
る
人
）
、
三
次
人
口

　
　
（
週
末
や
連
休
を
過
す
人
）
、
四
次
人

　
口
（
二
・
三
次
人
口
が
ピ
ー
ク
の
時
に

　
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
人
）
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
こ
の
各
層
人
口
が
季
節
ご
と
に
う
ま

　
く
組
み
合
わ
さ
れ
、
財
政
的
に
も
破
た

　
ん
が
生
じ
な
い
こ
と
を
自
治
体
経
営
だ

　
た
リ
ゾ
ー
ト
地
が
あ
る
。

　
　
渡
辺
　
建
設
の
過
程
で
は
建
築
・
土

　
木
・
造
園
関
係
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

　
す
と
思
う
。
こ
の
建
設
に
際
し
て
大
切

　
な
の
は
、
売
れ
て
し
ま
え
ば
終
わ
り
と

　
い
う
不
動
産
屋
の
別
荘
地
と
違
っ
て
、

　
初
め
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
の
運
営
を
ど
う
す

　
る
か
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
入
れ
て
お
か

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

・
ー
ト
地
で
は
、
一
次
人
口
（
も
と
も
と

・
や
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
丁

描
・
繊
と
考
え
て
お
り
、
二
・
三
次
人
口
の
収

・
・
入
で
一
次
人
口
は
無
税
と
い
う
恵
ま
れ

首
都
圏
三
千
万
人
が

　
　
　
　
　
　
　
お
客
さ
ん

　
白
川
　
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

間
も
な
く
バ
カ
ン
ス
が
始
ま
る
が
、
日

本
人
の
こ
う
し
た
リ
ゾ
ー
ト
ヘ
の
意
識

は
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
原
こ
れ
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
い
わ
ゆ
る

市
場
の
問
題
だ
が
、
楽
し
み
た
い
人
は

多
い
が
適
当
な
金
額
の
リ
ゾ
ー
ト
地
が

遅
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
首

都
圏
三
千
万
人
の
消
費
者
が
ど
ん
な
生

活
を
求
め
て
い
る
か
を
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
。
盆
・
暮
れ
に
田
舎
へ
帰
る
の

は
一
種
の
リ
ゾ
ー
ト
と
い
え
る
が
、
若

い
人
は
田
舎
が
な
い
。
そ
こ
で
ハ
ワ
イ

や
グ
ァ
ム
に
出
か
け
る
。
こ
う
し
た
人

た
ち
に
新
し
い
田
舎
を
提
供
す
る
こ
と

は
大
事
な
こ
と
だ
。

　
も
う
一
つ
は
、
自
然
も
施
設
条
件
も

良
い
ハ
ワ
イ
が
沖
縄
を
ラ
イ
バ
ル
視
し

て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
沖
縄
に
は

ハ
ワ
イ
に
な
い
文
化
が
あ
る
か
ら
だ
。

文
化
を
生
か
す
と
と
も
に
人
材
を
発
掘

す
る
こ
と
だ
。

県
の
地
域
選
定
を

　
　
ま
ず
受
け
る
こ
と

　
白
川
県
の
地
域
選
定
の
後
に
国
の

指
定
を
受
け
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
関
門

が
あ
る
が
、
ま
ず
は
県
の
地
域
選
定
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
リ
ゾ
ー
ト

構
想
を
考
え
初
め
た
時
か
ら
こ
の
地
域

が
姿
に
浮
ん
で
い
た
。
市
町
村
と
皆
さ

ん
と
一
緒
に
指
定
に
向
け
て
が
ん
ば
り

た
い
。
最
後
に
も
う
一
言
お
話
し
い
た

だ
き
た
い
。

　
梅
澤
　
明
る
い
材
料
と
し
て
一
つ
に

リ
ゾ
ー
ト
法
案
と
同
時
に
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
法
案
が
成
立
し
た
。
こ
れ
で
別
荘

も
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
で
は
セ
カ
ン

ド
ハ
ウ
ス
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
越

後
湯
沢
に
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

設
さ
れ
て
き
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
背

景
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
近
い
う
ち
に
三
週
間

の
休
暇
を
与
え
る
と
い
っ
た
企
業
も
出

て
く
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　
渡
辺
　
リ
ゾ
ー
ト
は
二
十
一
世
紀
に

住
み
た
い
と
い
う
“
ま
ち
”
を
造
る
と

い
う
こ
と
だ
。
国
、
自
治
体
、
民
間
が

安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
リ
ゾ
ー
ト
に

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
白
川
　
リ
ゾ
ー
ト
は
大
変
に
奥
が
深

い
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
持
ち
な
が
ら

お
互
い
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
。
本
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1

グ’リーンヒル1珠川原スポーツランド

　2・3ぺ一ジの報告で「リゾート構想」が、どんなものかお分かりいた，

だけたかと思います。このぺ一ジでは、県の選定を受けようと計画づくり　、

を進めている『レインボーリゾート・越後』についてお知らせします。

　現在、県内では8カ所（十日町・上越地域はじめ、岩船地域、阿賀北地

域、弥彦地域、柏崎地域、奥只見・魚沼山ろく地域、糸魚川地域、佐渡地

域）が立候補していますが、県の選定は8カ所のうち1カ所となります。

　注目される選定時期は国土庁、農林水産省、通商産業省、運輸省、建設

省、自治省の6省庁で作成中の基本方針がまとまるとされている9月中旬

から下旬の見通しになっています。

23
市
町
村
が
一
体
の
「
複
合
大
リ
ゾ
ー
ト
地
」
を

　
『
レ
イ
ン
ボ
ー
リ
ゾ
ー
ト
・
越
後
』

整
備
構
想
は
、
五
外
、
の
図
の
よ
う
に
十

日
町
市
、
上
越
市
、
新
井
市
、
中
魚
沼

郡
、
東
・
中
頸
城
郡
の
二
±
二
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
広
大
な

地
域
に
九
ヵ
所
の
重
点
整
備
地
区
を
設

け
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
に
わ
た
る
多
様
な

二
i
ズ
に
こ
た
え
う
る
海
洋
・
高
原
・

山
岳
・
保
養
型
な
ど
の
複
合
大
リ
ゾ
ー

ト
地
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
地
域
の
構
想
づ

く
り
は
当
市
に
事
務
局
を
、
上
越
市
・

新
井
市
、
頸
城
地
域
の
構
想
づ
く
り
と

全
体
の
事
務
局
を
上
越
市
に
置
き
、
作

業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
立
候

補
地
で
は
い
ち
早
い
四
月
二
十
四
日
に

構
想
を
県
に
提
出
、
ま
た
地
域
選
定
へ

の
陳
情
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
で
は
五
月
に
リ
ゾ
ー
ト
法

案
で
あ
る
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
案
」

が
国
会
を
通
過
。
県
に
お
い
て
は
「
県
総

合
保
養
地
域
整
備
推
進
本
部
」
を
設
け

て
、
立
候
補
地
の
現
地
視
察
や
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
選
定
、
ま

た
選
定
地
域
が
国
の
指
定
を
受
け
る
べ

き
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
市
で
は
、
市
役
所
内
部
に
「
リ
ゾ

ー
ト
構
想
推
進
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ

て
構
想
の
肉
づ
け
作
業
を
行
う
と
と
も

に
、
地
区
の
施
設
整
備
な
ど
に
投
資
す

る
民
間
企
業
へ
の
協
力
要
請
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

厳
し
い
現
実
を

　
　
救
う
「
リ
ゾ
ー
ト
」

　
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物
産
業
は
、
昭

和
五
十
一
年
の
販
売
高
五
八
二
億
円
を

ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
し
、
六
十
一
年
で

は
二
九
〇
億
円
と
、
五
〇
％
も
減
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
米
作
を
中
心
と
す
る
農

業
に
お
い
て
減
反
問
題
、
、
商
業
に
お

い
て
も
伸
び
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
商
・
工
・
農
の
厳
し
い
現

実
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
人
口
に
も
影

響
し
、
ピ
ー
ク
時
の
五
十
年
に
は
五
〇
、

二
一
一
人
だ
っ
た
人
口
が
六
十
年
に
は

四
八
、
O
O
五
人
に
、
特
に
次
代
を
担

う
若
者
が
極
端
に
減
っ
て
い
ま
す
。
六

十
五
歳
以
上
の
老
齢
人
口
を
み
て
も
、

全
国
の
一
〇
・
三
％
、
県
の
一
二
・
八

％
に
対
し
て
当
市
は
一
三
・
三
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
変
困
難
な
課
題
を
解

決
し
よ
う
と
、
雇
用
確
保
を
中
心
に
新

し
い
企
業
誘
致
な
ど
、
活
性
化
を
目
指

し
た
諸
施
策
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
効
果
は
ま
だ
大
き
い
も
の
と
な
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
全
国
的
に
も
当
市
に
似
通
っ
た
市
町

村
が
多
い
中
で
、
内
需
拡
大
の
目
玉
と

し
て
、
ま
た
二
十
一
世
紀
の
日
本
の
生

活
に
必
要
性
が
あ
る
と
し
て
生
ま
れ
た

「
リ
ゾ
ー
ト
構
想
」
は
、
厳
し
い
現
実

を
好
転
さ
せ
る
材
料
を
十
分
に
含
ん
で

い
る
と
い
え
ま
す
。
で
す
か
ら
全
国
の

各
市
町
村
が
注
目
し
て
い
る
の
で
す
。
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ロ
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高
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ユ
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1
　
　
　
」
　
　
　
ト
ヲ

テ
ル
ラ
ン
ド
」
の

　
地
域
の
特
性
と

自
動
車
道
等
の
整

な
信
濃
川
河
岸
段

開
発
地
域
④
世
界

技
術
の
先
進
地
⑤

を
は
じ
め
畑
作
、

　
　
　
⑥
服
飾
文

　
　
　
　
　
業
が

　
　
　
　
　
　
ト

津南町

巌
　
　
ス

　
　
　
ゆ
と

　
　
原
長
期

麓
ナ
チ
ュ
ラ

ー
リ
ビ
ン
グ

四
地
区
が
計

し
て
は
、
①

備
に
伴
い
首

丘
③
苗
場
山

一
の
豪
雪
地

コ
シ
ヒ
カ
リ

養
蚕
、
畜
産

ヒ
を
リ
ー
ド

イ基
幹
産
業
と

の
土
壌
と
し

　
　
　
南
、
・

￥
￥

　　　　

＼
臥
、

中里村

魚沼丘陵
スポーツ

ランド

　
レ
麓
ノ
　
ラ
山
ユ
ン

場
チ
一

苗
ナ
ゾ

ト
地
」
条
件
に

…
沼
地
域
に
は
、
文
化

，
十
日
町
ロ
マ
ン
チ
ッ

シ
」
、
通
年
ス
ポ
ー

ツ
型
の
「
魚
沼
丘
陵

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
」
、

り
と
う
る
お
い
の
高

滞
在
型
の
「
苗
場
山

ル
ゾ
ー
ン
」
、
カ
ン

型
の
「
南
越
後
パ
ス

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

王
越
新
幹
線
、
関
越

都
圏
と
直
結
②
雄
大

麓
地
帯
に
広
が
る
未

、
一
方
で
克
雪
対
策

に
代
表
さ
れ
る
米
作

な
ど
の
農
業
が
結
合

す
る
“
き
も
の
”
産

し
て
定
着
⑦
リ
ゾ
ー

て
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

上
越
国
際
当
間
ス
キ

　
ー
場
な
ど
の
核
的

設
が
整
備
中
⑧
北
越

が
六
十
六
年
春
開
通

定
1
の
よ
う
に
、

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て

の
多
く
の
好
条
件
を

備
え
て
い
る
と
い
え

　
ま
す
。

「
リ
ゾ
ー

十
日
町
市
・
中
魚

　
　
教
養
型
の
「

〆
　
　
ク
ゾ
ー

十日町市

美佐島地区、造成中の十日町総合公園を中心とする一帯1，800ha。66年春開通

予定の北越北線の駅も設置されることになっており、交通の利便性は飛躍的に

向上します。この地に文化・教養と総合リクリェーションを併せたリゾート地

を進める予定になっています。

＊スポーツ施設（スキー場，テニスコート，野球場，多目的広場）

＊文化教育施設（民芸体験施設，地場産物料理体験施設，ヨガ道場＼宗教博物館＼学園施設）

＊レクリエーション施設（バターゴルフ場，キャンプ場＼アドベンチャーハウス，洞窟迷路，BMXコース）

＊宿泊施設（合宿研修施設、ペンション￥バンガロー＼ふるさと村）

＊その他（北越北線美佐島駅）

・通無澱鐵一欝饗一．

f■

”　－■　・

●

十日町市・中里村

当市から中里村にいたる当間山を中心とする一帯3，100ha。すでに上越国際当

間スキー場を中心に年間19万人の観光客が訪れています。この地の雄大な自然

資源を背景に、スポーツによるそう快さと自然の中での休養を主としたオール

シーズン型の滞在型スポーツ休養リゾート地を進める予定になっています。

＊スポーツ施設（スキー場，ゴルフ場．テニスコート．サッカーコート￥ラグビーコート＼野球場＼陸上競技場など）

＊文化教育施設（コンベンションセンター＼雪国イノベーション実験基地）

＊レクリエーション施設（ブレイランド，公園など）

＊宿泊施設（ホテル＼ペンション￥ロッジ＼コンドミニアム＼リゾートマンション＼別荘＼寮＼合宿所）

＊その他（上下水道施設．インフオメーションセンター）

満
ち
た
十
日
町
地
域

5とおガ夢3 昭和62年8月10日



　　　　　　　　￥　！、

　　　ご存知ですか

楊型麗曜．、環

　　　　　　　　　麗　　　　　　礁　　　　彪

　
ム
フ
＼
本
町
山
パ
⊥
二

で
は
＼
克
雪
住
宅

づ
く
り
が
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。

　
雪
に
強
い
街
区

づ
く
り
の
た
め
に

は
＼
集
団
的
な
克

雪
住
宅
化
は
効
果

が
と
て
も
大
き
い

と
い
え
ま
す
。

　
そ
こ
で
市
で
は
＼

昭
和
六
十
年
度
か

ら
＼

補助金の交付基準

　補助金の交付額（補助額）は、交付対

象金額に下に定める率を乗じて得た額で

す。ただし補助額は150万円を限度とし

ます。

モデル地区

①20世帯以上の工事施工者の地区…80％

②10世帯以上の工事施工者の地区…60％

③5世帯以上の工事施工者の地区…50％

道路拡張などで特に指定する地区

①10世帯以上の工事施工者の地区…60％

②5世帯以上の工事施工者の地区…50％

差鼠維
繧奮え蔑めご

o

　　　鴬畠嫉　　懸　　簾町興，吾審ぞ野
た今　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町町稲　1和　　集機れ流

五二荷三町　　し械ず雪
”町　’一　　て除　’溝
山宮西高　’　い雪ま　’
本下　’田西　　るがた消

②5世帯以上の工事施工者の地区…50％

特に市長が指定する地区

①10世帯以上の工事施工者の地区…50％

②5世帯以上の工事施工者の地区…40％

0温空式融

　雪装置
南雲　徳栄

（関根1）

②　32，202円

0　　　215円

0コロナ温水
循環式融雪

　システム

関口　秀夫

（高田町5）

②　37，499円

③　　375円

お知らせします・・融雪屋根実験棟データ（61年12月28職年1月28日㎜間）、

シ　ス　テ　ム　名
融雪
面積
灯油
料金
電気
料金

計
1㎡当た
り融雪費
用

柳式自然融雪屋根
　m2
46．0

＠　45円

7，430

円
7
4
　円
7，504
　円
163

温空式融雪装置 44．2 6，278 1，376 7，654 173

バンユー融雪システム 50．2 8，172 781 8，953 178

①スノーメ
2レト融雪
システム

大島　朝勝

（西本町2）

②　22，635円

③　　162円

①スノーメ
2レト融雪
システム

児玉　健一

（下川原町）

②13，365円

③　　139円

サンロール温水融雪システム 50．2 12，011 686 12，697 253

スノーメルト融雪システム 50．2 9，707 684 10，391 207

ナショナル屋根融雪システム 49．7 10，773 730 11，503 231

コロナ温水循環式融雪システム 48．4 9，455 745 10，200 211

プラヒート融雪屋根 49．7
＠　　13．31　　21，815 21，815 439

ほかに基本料金8KW×1，250円×4月＝40，000円

特に市長が指定する地区

①10世帯以上の工事施工者の地区…50％

②5世帯以上の工事施工者の地区…40％

　
　
表
の
よ
う
な
補
助
金
制
度
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
咋
年
度
は
士
市
一
二

が
こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
＼
本
町
六
⊥
二
で
工
事
が
進

　
　
　
　
　
　
　
　
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
暑
い
暑
い
夏
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
だ
中
＼
冬
に

　
　
　
　
　
　
　
　
備
え
て
克
雪
住
宅

　
　
　
　
　
　
　
　
づ
く
り
は
進
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
モ
デ
ル
地
区
は
、
流
雪
溝
、
消

雪
パ
イ
プ
に
比
較
的
恵
ま
れ
ず
、
ま
た

道
路
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
機
械
除
雪
が

困
難
で
、
か
つ
住
宅
の
密
集
し
て
い
る

つ
ぎ
の
町
内
で
す
。

　
七
軒
町
、
袋
町
西
、
昭
和
町
一
、
西

　
浦
町
東
・
西
、
本
町
六
⊥
二
、
高
田

　
町
三
東
、
千
代
田
町
、
稲
荷
町
西
、

　
田
中
町
本
通
り
、
学
校
町
二
、
宮
下

　
町
東
、
桜
木
町
、
高
田
町
五
、
山
本

　
町
丁
二

こ
の
事
業
、
大
助
か
り
で
し
た

　
　
田
辺
　
正
さ
ん
（
本
町
6
1
3
）

　
こ
の
事
業
に
は
関
心
が
あ
り

ま
し
た
。
工
事
費
が
約
二
百
八
十
万
円
で
す
が
、

そ
の
半
額
の
補
助
金
は
大
助
か
り
で
す
か
ら
ね
。

工
事
費
が
も
う
少
し
安
く
、
持
ち
出
し
が
百
万
円

以
下
に
な
れ
ば
相
当
増
え
る
ん
で
は
。
雪
に
負
け

な
い
環
境
づ
く
り
、
こ
の
事
業
、
下
ろ
し
手
が
い

な
い
、
こ
の
三
つ
の
理
由
か
ら
決
め
ま
し
た
。

お知らせします…融雪屋根実験棟データ（61年12月28日、62年1月28日、認日間）
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ご利用ください

　　　渥齪膨働新僧・改築改良趨金

方　式 貸付額 地域区分
貸　付
利　率

貸　付　条　件　等

50万円以上
都市計画税区
域外

年4．5％ ○地下水の解放利用方式は対象外です。

融雪式 500万円以内 ○融雪システムは、設置工事費の80％を貸付限

（10万円単位） 　　〃
区　域　　内

年3．0％ 度額とします。

○高床部分（この部分に居室がないこと）の階

高は1．5m以上です。
50万円以上 こう

都市計画税区 ○屋根勾配は、おおむね25度以上です。
落雪式 300万円以内 年5．5％

域外 ○落雪側の隣地境界との距離を軒高の70％以上
（10万円単位）

とするほか、外壁から道路、河川の境界まで

の距離を2．5m以上確保すること。

耐雪式
50万円以上
500万円以内 年4．5％

03．3m以上の積雪荷重に耐える非木造住宅です。

（10万円単位） 02階建（共同建物は3階建以上です）

〃 〃

市　全　　域
○アーチ型に類するものは除きます。

（共同建物〉 （1区分当たり）
年3．0％

○雪ぴ対策を講ずること。

　
克
雪
住
宅
づ
く
り
資
金
の
貸
付
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
五
年
目
に
な
り

ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の
貸
付
件
数
は
八
十
二
件
＼
貸
付
額
も
二
億
三
千
万

円
に
達
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
＼
一
部
利
率
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

窺受付期間　4月1日～8月31日（この期間以外でも受け付けることもあります）

窺　貸付対象者　個人または従業員30人以下の法人とします。

窺　償還方法等　貸付期間は10年以内とし、償還方法は取扱金融機関の定めるところによります・

窺　取扱金融機関 第四・北越・新潟相互・

大光相互・県信用組合・県労働金庫・ ぐ説日殉比較聲沙雪塾δ盈ったため・

市農協
ご覧ください… シZテム⑦維持管鯉方渚（①隆雪！こ

融　　雪住宅
モニター調査

②赤る程

合7b1色、早目にフζインチ～藍入才乙る。

　　　　　　　　9
　　　　　又インチ～至入夜§

（61年12月28日～62年1月28日 63日問）
詩費に棲

①…システム名（蕊二夕罵） ②…融雪経費 ③・・認 膿鴬姦蠣霧騒真

①柳式自然 ①ソーラー融 ①ナショナル屋根 ①ナショナル屋根 0温空式融
融雪屋根 雪システム 融雪システム 融雪システム 雪装置
村山　　武 根津　春雄 風間　義久 斉木健治郎 関口　正道

（下川原町） （稲荷町2） （栄　　町） （南鐙坂） （高田町1）

②　　　7，470円 ②　　17，640円 ②　　28，530円 ②　　31，950円 ②　　　15，404

③　　　　126円 ③　　　　182円 0　　　204円 ③　　　290円 ③　　　162円

0バンユー融 ①バンユー融
①プラヒート

①サンロール温水 ①サンロール温水

雪システム 雪システム
融雪屋根

融雪システム 融雪システム

荒瀬　マサ
鈴木　優子 山内　士郎 （西本町1） 村山　　清 山田　寿平

（七軒町） （本町2） ②　　31，997円
（春日町2） （高田町5）

②　　　7，830円 ②　　22，050円 ③　　　398円 ②　　29，700円 ②　　27，126円

③　　　　60円 0　　　　147円 上記のほかに基本料金
0　　　203円 ③　　　202円

（12贈）60，000円

7　とおガ夢3 昭和62年8月10日



　

摯紮　謬無叢轟叢雛審謡覇欝
を妄　た・席上・水沢小学校（羽鳥隆二校長）が功労が認められ

　Vガ　　　　優良校として知事表彰を受けました。

　　兎勧縄舞憲認譜嬬臓畢嘗どによる父
感慨もひとしお水沢小学校

みんな上手に使おうね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
琢
ソ

蓄
傷
繋
狛
馬
か

　
　
　
こ
だ

　
ぐ
滲
i

　夏はともかく、冬は無雪でないので他町内までごみを運

ぶのが大変。そこで年間通じた“ごみステーション“がほ

しい一と三和町の皆さんが手を取り合って完成させたの

が、幅270、奥行135、高さ270センチのごみステーションで

す。

　材料を出し合い、「私たちの町内は私たちの手によって」

を合言葉にみんなが奉仕作業。風通し、臭気脱ぎ、扉はも

ちろん安全管理面にも配慮され、ごみを出す人、集める人

のために工夫されています。そのごみステーションは一

町内を美しくするという37世帯の意気込みがうかがえます。

　緑と自然を求め、昨年に引き続き、今年も千葉県八千代

市から少年野球チームの一行（約120人）が夏期合宿に当市

を訪れました。これは、駅通り商業部会（代表：川上浩三

さん）が招待したものです。地元チーム（田川チーム・中

央クラブ）との親善試合のほか、クロス10や博物館を喜ん

で見学して帰りました。

　「夏休みの思い出は……」と尋ねたら、「全国一の信濃川

を見れたこと、きれいな空気を吸って野球が出来たこと」

と明るく答えてくれました。主催者は、これからも来てい

ただくために計画的にやりたい一と話してくれました。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
レ

義讐

灘覗

親善の声がこだました野球場

　
先
月
二
十
四
日
、
川
治
地
区
公
民
館

で
健
康
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
長
生
き
し
て
寿
命
を
延
ば
し
た
い

ー
と
い
う
女
性
の
集
ま
り
。
た
だ
、

寂
し
い
の
は
、
女
性
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ

れ
て
男
性
の
参
加
者
が
な
い
こ
と
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
健
康
体
操
を
中
心

に
”
曲
げ
る
”
　
”
縮
め
る
”
．
伸
ば
す
”

の
繰
り
返
し
。
指
導
は
、
丸
山
栄
一
さ

ん
（
春
日
町
二
）
、
田
口
静
枝
さ
ん

（
高
田
町
一
）
が
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

「
男
性
大
歓
迎
…
…
」
が
会
場
い
っ
ぱ

い
聞
か
れ
ま
し
た
。

丸
山
ハ
ル
さ
ん
（
高
田
町
三
東
・
7
1
歳
）

　
簡
単
な
体
操
で
す
か
ら
、
．
な
じ
み
や

す
い
で
す
ね
。
仲
間
と
語
る
な
ど
も
楽

し
い
毎
日
で
す
け
ど
体
操
も
ま
た
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。
家
で
は
、
手
す

り
に
つ
か
ま
る
ほ
ど
健
康
状
態
が
悪
か

っ
た
け
ど
、
と
て
も
具
合
が
よ
く
な
り

霧

饗

健康教室
川治地区公民館
（河内町盈52－2223）

ま
し
た
。

長
津
シ
ズ
さ
ん
（
川
治
下
町
三
・
6
6
歳
）

　
ぎ
っ
く
り
腰
を
わ
ず
ら
い
ま
し
た
。

日
中
や
お
風
呂
上
が
り
に
体
操
す
る
と

よ
く
眠
れ
て
早
起
き
で
き
ま
す
。

福
原
タ
ケ
さ
ん
（
寿
町
一
・
6
5
歳
）

　
公
民
館
の
歴
史
教
室
や
山
の
会
に
加

入
し
て
い
ま
す
が
、
何
よ
り
健
康
第
一

な
の
で
教
室
に
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
ノ
ブ
さ
ん
（
寿
町
一
・
6
8
歳
）

　
家
で
は
、
畑
仕
事
を
し
な
が
ら
、
健

　
　
　
　
じ
き
ょ
ヤ
つ

康
体
操
や
自
彊
術
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

お
陰
さ
ま
で
腰
の
痛
み
が
な
く
な
り
ま

し
た
。

阿
部
ト
ク
さ
ん
（
川
治
下
町
一
・
6
3
歳
）

｝
私
の
日
課
は
、
孫
を
保
育
所
に
送
り

迎
え
す
る
こ
と
と
孫
の
面
倒
を
見
て
い

る
合
間
に
体
操
で
体
調
を
整
え
る
こ
と

で
す
。

8
〈申込先・問い合わせ〉

　●観光協会（費57－3345）
　●商工会議所（智57－5111）
　●商工観光課（智57－3111）



みなさんと一緒につくるぺ一ジです。

楽しい話題や出来事、また「こんなことを取

り上げて」といったご意見など、何でもお寄

せください。

取材や写真撮影が必要なものは、連絡をいた

だければお伺いします。

連絡は　1総務課文書広報係（盈57－3111内

線213、214）

｝
猛
●

外国語研究会⇔

連絡先：庭野四良治さん

（高田町1盈57－1521）

　
イ
タ
リ
ア
・
コ
モ
市
と
姉
妹
都
市
を

結
ん
だ
り
、
雪
ま
つ
り
に
多
数
の
外
国

人
観
光
客
が
来
市
す
る
な
ど
、
十
日
町

市
に
も
国
際
化
の
波
が
押
し
寄
せ
る
中

で
、
外
国
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
得
よ
う
と
し
て
英
会
話
を

学
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

　
今
か
ら
約
十
三
年
前
に
結
成
さ
れ
た

『
』
塁
か
な
食
生
活
を
目
指
す

憬
　
　
　
　
　
「
木
の
芽
グ
ル
ー
プ
（
尾
身
キ
ク
ノ
代
表
）
」

　
昏

づ

騨No玉1

1蟹使：†瓢どう槽

　
家
庭
を
守
る
主
婦
た
ち

　
く
ら
し
の
多
様
化
が
進
み
、
農
業
の

担
い
手
と
し
て
女
性
に
目
が
向
け
ら
れ

て
き
た
昭
和
五
十
年
代
初
め
、
県
内
各

地
に
農
村
婦
人
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー

プ
が
数
多
く
で
き
ま
し
た
。

　
五
十
四
年
に
「
中
平
家
計
簿
グ
ル
ー

プ
」
と
し
て
生
ま
れ
、
書
く
こ
と
に
不

慣
れ
な
人
ば
か
り
の
中
で
、
家
計
の
実

態
を
つ
か
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、

家
計
簿
記
帳
の
活
動
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　
八
年
目
を
迎
え
た
今
、
メ
ン
バ
ー
は

「
外
国
語
研
究
会
」
で
す
。
現
在
、
実

際
に
活
動
し
て
い
る
会
員
は
十
人
前
後

で
、
毎
週
火
曜
日
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
九
時
三
十
分
ま
で
、
　
『
イ
ン
グ
リ
ツ

シ
ュ
9
0
0
』
、
『
英
文
7
0
0
選
』
な

ど
を
テ
キ
ス
ト
に
公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ

の
英
語
能
力
を
み
が
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
単
に
机
上
の
学
習
に
終
わ
る

こ
と
な
く
、
外
国
人
と
積
極
的
に
接
触

し
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
高
校
に

留
学
生
が
来
れ
ば
会
話
の
練
習
相
手
と

し
て
引
っ
ぱ
っ
て
き
た
り
、
ど
こ
そ
こ

に
外
国
人
が
来
た
と
知
れ
ば
お
し
か
け

た
り
、
ま
た
雪
ま
つ
り
に
は
、
外
国
人

観
光
客
の
案
内
役
を
し
た
り
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

大
和
町
の
国
際
大
学
に
も
毎
年
出
か
け

て
い
ま
す
。
過
去
三
回
を
数
え
る
コ
モ

八
人
。
記
帳
か
ら
、
知
恵
や
ア
イ
デ
ア

を
集
め
た
活
動
へ
と
積
極
的
な
姿
勢
が

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
名
前
も
「
木

の
芽
グ
ル
ー
プ
」
に
改
め
ま
し
た
。

　
戸
数
十
九
戸
の
中
平
は
冬
の
出
稼
ぎ

家
庭
が
多
く
、
主
婦
が
中
心
と
な
っ
て

家
を
守
る
生
活
と
な
り
ま
す
。
い
か
に

お
金
を
か
け
ず
に
健
康
で
明
る
い
く
ら

し
が
で
き
る
か
が
、
主
婦
た
ち
の
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
の
味
を
手
づ
く
り
で

　
転
作
作
物
の
大
豆
を
加
工
し
て
の
味

噌
づ
く
り
は
七
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
初
め
、
年
間

活
動
で
一
番
大
変
な
共
同
作
業
で
す
。

年
々
、
技
術
も
向
上
し
、
塩
分
を
ひ
か

え
、
無
添
加
で
す
の
で
健
康
、
食
味
の

市
青
少
年
派
遣
団
に
も
、
こ
の
サ
ー
ク

ル
か
ら
計
五
人
が
選
ば
れ
親
善
の
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
高
校
生
程
度
の
英
語
能
力
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
一
度
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

v9蟻晒楓

日常の出来事を英会話で、話がはずみます

う
え
で
も
自
信
が
持
で
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
何
よ
り
も
家
計
の
見
直
し
に
つ
な
が

る
こ
と
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
実
践
活
動

の
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
以
後
、

豆
腐
や
納
豆
、
水
あ
め
、
ふ
き
菓
子
、

漬
物
づ
く
り
等
、
季
節
に
合
わ
せ
て
加

工
を
手
が
け
、
自
給
で
き
る
豊
か
な
食

生
活
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
グ
ル
ー
プ
協
議
会
の
「
一

人
一
工
夫
」
の
農
作
業
衣
の
研
究
に
も

取
り
組
み
、
六
十
年
の
三
魚
沼
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
交
換
会
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
社
会
情
勢
の
流
れ
の
中
で
、
主
婦
の

立
場
か
ら
地
道
な
活
動
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
の
和
が
一
層
深
ま
る

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　民踊流し＼明石万灯．俄…にカロえて．　「仮装大会」

を実施します。「個人の部」…2人まで。「団体の部」
…3人以上。8／20体）までに申し込みください。（所
定用紙あります）

企
諏訪まつり前夜祭に

　　　　　　　憐5新企画！　　饗
　　　　　　　　〆
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6脇

痂揚所7プ。《2〃25物。

ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かて

　　のできない生命の糧です。わたくしたち

　がだんだん薄らいではいないでしょうか。

通り）と大関和夫・水道局長さんにお話しを

　水は生活する上で一日として欠くこと

は水道の普及によって“水、＼に対する関心

今回は水道事業のおもな点を目黒リエさん（駅

いただきました。

運
営
は

　
　
　
二
つ
の
会
計
で

目
黒
　
つ
る
べ
で
く
み
上
げ
て
使
っ
て

い
た
水
も
、
今
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ

け
で
水
が
勢
い
よ
く
出
る
よ
う
に
な
り
、

消
雪
や
洗
車
に
ま
で
使
わ
れ
る
時
代
に

な
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い

で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
で
な

に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
水
は
当
然
限
ら

れ
ま
す
が
、
市
の
水
道
は
、
ど
ん
な
運

営
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

大
関
　
そ
の
前
に
昨
年
の
秋
、
．
赤
水
”

で
新
座
・
大
井
田
地
区
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
き
れ
い
な
水
を

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
常
に
安

定
供
給
す
る
た
め
に
二
つ
の
特
別
会
計

（
上
水
道
・
簡
易
水
道
）
を
設
け
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
市
が
設
置

し
、
経
営
し
て
い
る
地
方
公
営
企
業
で

す
。
公
共
性
と
独
立
採
算
制
の
板
ば
さ

み
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
昭
和
六

十
一
年
度
は
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
経
営
努
力
を

し
て
お
り
ま
す
。

目
黒
　
確
か
に
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が

前
提
で
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
会
計
の
し

く
み
か
ら
、
各
家
庭
の
家
計
に
直
接
影

響
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
私

た
ち
市
民
が
水
を
工
夫
し
て
使
う
こ
と

が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

普
及
率
ア
ッ
プ
に

　
　
　
　
努
め
て
い
ま
す

大
関
　
水
道
の
沿
革
と
概
要
に
つ
い
て

少
し
ふ
れ
て
み
ま
す
と
、
上
水
道
は
昭

和
三
十
二
年
十
二
月
、
泉
町
の
六
十
五

戸
に
給
水
が
始
ま
り
、
今
年
で
三
十
年

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
回
の
拡

張
工
事
を
行
い
、
現
在
、
信
濃
川
の
河

畔
に
深
井
戸
八
本
と
浅
井
戸
五
本
を
掘

り
、
地
下
水
だ
け
に
た
よ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
能
力
は
、
約
八
千
五
百
戸
・
三
万

二
千
人
に
、
一
日
最
大
一
万
六
千
立
方

メ
ー
ト
ル
を
給
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
一
年
度
末
上
水

道
の
普
及
率
は
九
九
・
八
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

目
黒
　
簡
易
水
道
は
、
ど
の
程
度
普
及

し
て
い
ま
す
か
。

大
関
　
昨
年
、
東
下
組
地
区
に
も
待
望

の
簡
易
水
道
が
着
工
し
、
二
十
地
区
で

給
水
戸
数
約
四
千
戸
・
給
水
人
口
約
一

万
六
千
人
と
な
り
、
百
％
の
水
道
普
及

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
水
道
普
及
率
の
向
上
と
安
定

供
給
を
図
る
た
め
今
年
か
ら
第
三
期
拡

張
工
事
を
始
め
て
い
ま
す
。

目
黒
　
夏
を
迎
え
、
東
京
・
埼
玉
で
は
、

水
源
の
枯
渇
や
節
水
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
十
日
町
の
場
合
も
”
水
”
に
つ

い
て
か
な
り
敏
感
に
受
け
と
め
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
関
　
夏
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

冬
の
ニ
カ
月
間
は
極
端
に
少
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
適
度
に
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
が
…
…
。

　　艦
大関和夫局長

水
道
料
金
は

　
ど
う
な
っ
て
い
る
か

目
黒
　
水
道
料
金
は
、
十
日
町
は
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
…
…
。
私
は
、

家
庭
の
主
婦
と
し
て
あ
れ
だ
け
豊
富
に

使
っ
て
今
の
料
金
は
決
し
て
高
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
井
戸
も
あ
っ
て
衣
服
を

洗
う
と
黄
色
に
な
り
ま
す
。
水
道
は
そ

う
な
り
ま
せ
ん
ね
。
お
金
を
か
け
て
浄

水
し
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
。

大
関
　
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
水
を
い
つ
も
、
豊
富
に
皆
さ
ん
の

家
庭
に
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

常
に
企
業
努
力
に
留
意
し
、
経
営
の
合

理
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
水
道
施
設

の
新
設
と
改
良
な
ど
に
は
多
額
の
資
金

が
必
要
で
す
。
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
り

事
業
費
が
か
さ
み
、
年
を
追
っ
て
会
計

は
苦
し
く
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
二

～
三
年
サ
イ
ク
ル
で
値
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
原
価
計
算
に
基
づ

い
て
逐
次
値
上
げ
し
て
い
く
方
法
で
す
。

低
い
率
で
早
め
に
上
げ
る
の
が
よ
い
の

か
、
間
隔
を
と
っ
て
高
い
率
に
す
る
か
、

大
変
む
ず
か
し
い
で
す
ね
。

目
黒
　
私
た
ち
は
、
急
に
値
上
げ
す
る

と
困
り
ま
す
。
国
や
県
の
補
助
金
が
少

し
で
も
あ
れ
ば
助
か
り
ま
す
け
ど
。

大
関
　
ほ
と
ん
ど
企
業
債
と
い
う
政
府

か
ら
の
借
金
で
す
か
ら
、
元
金
に
利
子

を
つ
け
て
返
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
そ
の
返
済
は
す
べ
て
水
道
料
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
適
正

な
水
道
料
金
に
す
る
た
め
に
も
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
が
大
切
で
す
。

水
を
大
切
に
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
も
の
で
す

目
黒
　
こ
れ
ま
で
の
お
話
で
水
道
事
業

の
実
情
を
私
な
り
に
理
解
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
十
日
町
は
、
水

の
需
要
量
が
増
え
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
”
水
道
”
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
さ
ら
に
水
道
経

営
の
大
切
さ
を
知
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。
最
後
に
水
需
要
の
見
通
し

を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
関
　
そ
う
で
す
ね
。
何
と
し
て
も
”
水

資
源
”
で
す
。
地
下
水
に
依
存
す
る
の

は
困
難
に
な
り
ま
す
か
ら
、
二
十
一
世

紀
に
向
け
て
運
用
計
画
を
立
て
て
円
滑

な
給
水
に
努
め
よ
う
と
日
夜
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
目
黒
さ
ん
が
言
わ

れ
た
よ
う
に
冬
の
水
不
足
が
心
配
で
す
。

各
家
庭
に
お
い
て
限
り
あ
る
水
を
上
手

に
使
う
よ
う
に
工
夫
し
て
い
た
だ
き
、

水
道
事
業
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ユ0
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田中豊子さん
（蓉55毫ヲ謄）

　
い
わ
し
を
酢
の
中
に
つ
け
る
の
で
、

小
骨
も
気
に
せ
ず
食
べ
ら
れ
ま
す
。

●
作
り
方

　
①
い
わ
し
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
そ
れ

を
半
分
に
切
る
。
（
一
尾
が
四
切
）
②

か
つ
お
節
で
だ
し
汁
を
作
り
、
酢
、
し

ょ
う
ゆ
、
砂
糖
を
入
れ
て
煮
立
た
せ
る
。

③
玉
ね
ぎ
を
半
月
切
の
極
う
す
切
に
し

て
お
く
。
か
い
わ
れ
大
根
も
3
～
4
㎝

の
長
さ
に
切
っ
て
お
く
。
④
油
を
熱
し

て
い
わ
し
に
小
麦
粉
を
つ
け
て
カ
ラ
リ

と
揚
げ
る
．
②
を
あ
た
た
め
揚
げ
た
て

の
い
わ
し
を
入
れ
る
。
⑤
全
部
入
れ
た

ら
玉
ね
ぎ
を
上
に
満
遍
な
く
の
せ
、
そ

の
上
か
ら
ご
ま
油
を
ふ
り
か
け
て
さ
ま

し
、
少
し
つ
け
込
む
。
⑥
最
後
に
か
い

わ
れ
大
根
を
の
せ
る
。

コ
ツ
◆
か
つ
お
節
で
だ
し
を
と
る
こ
と
。

い
わ
し
に
つ
け
る
粉
は
、
必
ず
小
麦
粉

を
使
う
こ
と
。

　
　
　
　
が
ノ

　
　
　
．
灘

　
　
，
・
灘

　
　
　
　
な
ノ

講
黛
構
新鮮ないわしだと、おいしく

仕上がります

⊃
・
・

闘
σ
5
　
　
す

　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
士
5

よ
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば

　
　
　
　
　
　
　
校

だ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
学

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

館
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

や
　
　
　
襟

畠
5
　
　
お

　
毎
年
、
諏
訪
神
社
の
祭
り
に
合
わ
せ

て
相
撲
大
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
十

四
年
も
続
く
伝
統
行
事
で
あ
り
、
ま
た

夏
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
相
撲
大
会
に
先
が
け
て
、
先
日

”
化
粧
ま
わ
し
大
会
”
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
し
こ

名
を
決
め
、
そ
れ
に
似
合
う
化
粧
ま
わ

し
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
発
表
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
児
童
会
活
動
で
す
。
発
表

の
仕
方
は
、
ま
わ
し
を
つ
け
て
『
ド
ス

　
　
ヤ
コ
イ
　
ド
ス
コ
ィ
』
の

か
け
声
と
と
も
に
し
こ

を
踏
み
ま
す
。
そ
し
て

し
こ
名
と
ま
わ
し
の
披

露
を
す
る
の
で
す
。

　
一
年
生
の
か
わ
い
ら

し
い
姿
や
、
六
年
生
の

た
く
ま
し
い
姿
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
ア
イ
デ

ア
に
満
ち
た
し
こ
名
に

　眠るときも＼起きるときも泣かないの。お田さ

んも。おばあちゃんもほめてくれるよ。お姉ちゃ

んだから＼弟の達ちゃんと遊んであげるね。

■　　　　1』◎o》「》　　こ『幌4＝弼4　　　　　　　　　下条保育所　　　　⑫

大好きだよ花火。毎日，花火大会ならいいんだがな。

村山悦子ちゃん（5歳）

プールは気持ちがいいね。今年は真っ黒になるのよ。

元気いっぱいの1年生の化粧まわし披露

鰍

場
内
が
わ
き
返
り
ま
す
。
今
年
は
、
老
…

人
講
座
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
…

が
見
に
来
て
く
だ
さ
り
、
盛
ん
な
拍
手

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
一
方
、
大
会
当
日
は
太
鼓
ク
ラ
ブ
の

演
も
行
わ
れ
ま
す
。
　
『
デ
コ
デ
コ
・
テ

ン
テ
ン
』
と
、
ク
ラ
ブ
員
は
勇
壮
な
太

鼓
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
張
り
切

っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
相
撲
大
会
を
目
指
し
て
、
ま
さ
に
夏

本
番
の
校
内
で
す
。

（上）空にこだま“太鼓クラブ、

（下）力強い6年生のしこ踏み

一

るさとのみ
ユユとrお、ガ♂膨3昭和62年8月10日



＿」⊥」一⊥＿L

　
現
在
使
っ
て
い
る
国
民
健
康

保
険
証
（
は
だ
色
）
は
、
八
月

三
十
一
日
で
無
効
に
な
り
ま
す
。

九
月
一
日
以
降
に
、
嘱
託
員
に

お
返
し
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保

険
証
（
う
ぐ
い
す
色
）
は
、
原

則
と
し
て
嘱
託
員
が
配
布
い
た

し
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
間

は
六
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
六

十
三
年
八
月
三
十
一
日
で
す
。

㊥
㊧
の
保
険
証
も

㊥
・
㊥
の
交
付
を
受
け
て
い

る
世
帯
は
、
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
取
り
寄
せ
て
返
す
準
備
を

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

在
学
証
明
書
の
提
出

　
㊥
の
保
険
証
を
更
新
さ
れ
る

方
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
在

学
証
明
書
を
保
健
衛
生
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
保
険
料
を
滞
納
し
つ
づ

け
、
納
付
相
談
に
も
応
じ
な
い

な
ど
の
世
帯
に
は
、
給
付
の
全

部
ま
た
は
一
部
を
一
時
差
し
止

め
る
な
ど
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
老
人
医

療
費
受
給
者
、
公
費
負
担
医
療

該
当
者
及
び
災
害
等
特
別
の
事

情
が
あ
る
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
保
険
料
を
納
め
な

い
人
に
も
一
律
に
給
付
を
行
う

こ
と
は
、
負
担
の
公
平
に
反
す

る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の

み
ん
な
で
支
え
る

　
　
　
　
画
四

保
険
料
は
完
納
し
て
い
ま
す
か

　
第
一
号
被
保
険
者
（
農
業
．

自
営
業
者
等
）
は
、
み
ん
な
で

受
給
者
を
支
え
る
と
と
も
に
、

将
来
、
自
分
が
年
金
を
受
け
取

る
た
め
に
も
、
毎
月
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
は
、
四
月
か
ら
月
額

七
千
四
百
円
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
ま
す
か
。

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
ま
ま

に
し
て
お
き
ま
す
と
、
病
気
や

事
故
に
あ
っ
て
も
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
し
、
将
来
、

老
齢
基
礎
年
金
ま
で
受
け
ら
れ

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
受
け
ら
れ
る
と
し
て
も
、

未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
料
は

毎
月
き
ち
ん
と
納
め
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

便
利
な
口
座
振
替
制
度

　
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
な
く

し
た
り
、
納
め
る
手
間
を
省
く

た
め
に
、
便
利
な
口
座
振
替
制

度
が
あ
り
ま
す
。
預
金
通
帳
、

通
帳
印
、
国
民
年
金
保
険
料
領

収
書
を
金
融
機
関
に
持
っ
て
行

く
と
、
簡
単
に
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金
係

（
盈
内
線
幽
、
踊
）
へ
。

で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
国

保
事
業
の
健
全
な
運
営
が
で
き

る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
①
特
別
の
事
情
が
な
い
の
に

　
　
保
険
料
を
滞
納
し
つ
づ
け

　
　
て
い
る
世
帯
か
ら
は
、
保

　
　
険
証
を
返
し
て
も
ら
う
こ

　
　
と
が
あ
り
ま
す
。

　
②
そ
の
代
わ
り
に
「
被
保
険

　
　
者
資
格
証
明
書
」
を
お
渡

　
　
し
し
ま
す
。

　
③
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」

　
　
で
受
診
し
た
場
合
、
医
療

　
　
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

　
　
り
ま
す
。
た
だ
し
、
後
で

　
　
保
険
給
付
分
の
支
払
い
を

　
　
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
④
療
養
費
、
高
額
療
養
費
、

　
　
助
産
費
な
ど
の
保
険
給
付

　
　
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、

　
　
未
納
の
保
険
料
に
充
当
す

　
　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
⑤
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
を

　
　
完
納
し
た
と
き
、
ま
た
は

　
　
分
割
納
付
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
確
実
に
認
め
ら
れ
る
場
合

　
　
や
、
特
別
の
事
情
が
認
め

　
　
ら
れ
た
と
き
は
保
険
証
を

　
　
交
付
し
ま
す
。

　
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、

給
付
が
す
ぐ
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
智
内
線
m
）
へ
。

体育課（総合体育館内 盈52－4377）亀脚⑳《・民麟目暫回目曽。

第6回　8月30日（日）：開催近づく一　　iスィミングスクロ」レー
市民ソフトボール　　　　　　1第13回市民体育大会i『夏休み短期水泳教室』
　　大会　　信濃川運動公園　：　　　　　　　9月6日（日）：．期日　8月2。日㈲～25日（幻

　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑭参加資格　　　　　　　　　　　　　：　　“たいし“（体育指導委員会）が・　：　■時　間　午前10時30分～正午

　40歳以上の男子と20歳以上の女子　：体育大会用レクリエーション種目の　：　■対象者　幼児・小中学生

　で、1チーム9～15人。　　　　　：　出前指導します。　　　　　　　　　：　■定　員　80名

⑭申込先　　　　　　　　　　　：　申し込み・問い合わせは体育課へ。：　■受講料　会員4，000円、一般5，000円
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　8月20日までに体育課へ。先着24　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1　■申し込み　8月18日までにスイミ
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

チームで締め切ります・　1紛悔7藷2率1ングスクール（　3343）へ・

8月の体育施設の
無料開放日は22日㈹です

　健康づくり、体力づくりに最適。

トレーニング仲間もいっぱい。初心

者も大歓迎。月曜日、夜7時30分か

らは指導もいたします。

問い合わせ　関口純市郎（奮52－2667）

市民プール

8月13日休）から、開場時間が午

前9時～午後6時になります。

ユ2



口翻麹8琶
魎亘）身障者研修旅行

　＋プラネタリウム鑑賞＋
　十日町青年会議所主催の重度（1・

2級）身体障害者研修旅行です。星

空に夢をはせてみませんか。

　ボランティアの方も大歓迎です。

■期　日　9月20日（日）

■場　所　県立自然科学館（新潟市）

■申込先　8月31日までに社会福祉

　事務所援護係（盈内線133）へ。

影絵とブラックライトの夕べ

　読み聞かせ「どんぐりの会」では、

幼児から小学校低　　　責

学年の子供たちを　　　　　　★

夏の夜のひととき、

楽しい物語の世界

へご案内します。

■日時　8月22日仕）

　　　夜7時～8時30分
■会場　市公民館（学校町1）

　　精神衛生相談

＋一秘密は守られます。無料＋

■日時8，月18日（火》

　　　　午前1時30分～3時
■会　場　十日町保健所

■担当江口医師（中条病院）

■間い合わせ　保健衛生課（盈内線

　138、139）または十日町保健所

　　（奮57－2400）へ。

す
ま
盆
り

み
お
瞭

休を
出
㈲

集
田
四

収
昂
聖

ミ
8
8

ゴ

新潟県警察冒（高卒）募集

■採用予定日　昭和63年4月1日

■応募期限　9月9日㈲まで

■受験資格昭和35年4月2日～
　45年4月1日までに生まれた男

　子で、高校卒業程度の学力を有

　する人。ただし大学生等は除く。

■試験日　第1次　9月27日
　　　　　　第2次　11月上旬

※申込用紙は警察署、派出所、駐在

所にあります。

ユ3　　と’お．ガ夢3昭和62年8月10日

市役所盈57－3111（〒948千歳町3－3）

8月交通安全キャンペーン

　8月1日～8月31日
シートベルト着用推進運動実施中

～忘れずに

締めて走ろう心とベルト～

「交通死亡事故発生異常事態』発令中！

o長距離運転による、いねむり運転、

　わき見運転はやめましょう。

o交差点、カーブではスピードを落

　としましょう。

o飲酒運転、暴走運転、一時不停止

等の交通違反はやめましょう。

⑳崩轍難状況（）6、年

市町村名 発生件数 負傷者数 死亡者数

十日町市 13（7） 20（11） 1（1）

川西町 3（0） 3（O） 0（0）

津南町 3（1） 3（1） O（0）

中里村 2（3） 2（4） O（0）

小　　計 21（11） 28（16） 1（1）

累　　計 75（90） 90（117） 2（3）

翼照睡謝

網

暴走運転による死傷事故で大破（7月）

　　　　⑭⑬

公営住宅入居者
＊八幡田市営住宅（中層耐火3

階建）……1戸（6畳2室、5
畳、DK、家賃27，500円）

＊四日町市営住宅（木造平屋建）

……5戸（6畳、4．5畳、家賃

5，300円～5，500円）

＊黒沢市営住宅（簡易耐火2階

建）……3戸（6畳、3畳、D
K、家賃7，500円～12，300円）

＊黒沢県営住宅（簡易耐火2階

建）……随時募集（6畳、3畳、

D　K、家賃11，000円～11，500円）

＊新座県営住宅（中層耐火3階

建）……1戸（6畳、4．5畳、家

賃11，000円）

◎申し込み　8月25日までに建

設課建築住宅係（盈内線266）へ。

屋外広告物講習会
■期　日　9月4日㈹

■会場県庁
※詳細は土木事務所（費57－5511）

か県都市計画課（盈025（285）5511）へ。

⑦作業停電
東北電力㈱十日町営業所奮52－3107

　8月20日㈲午前8時半～正午◆安

養寺の全部

　8月28日働午後1時～4時◆姿1・

2の全部

「行方痩畢留羨壽」開設

　8月の1カ月間開設しています。

会場は、県警察本部鑑識課（新潟市

新光町智025・（284）3131）です。

繋灘寄僧窃り”とう
難　　　　＿

　　　　　　　（敬称略）

　特別養護老人ホーム「三好園」建

設運営資金（7月／5日～25日受け付

け分）二累計272町内＼7団体＼21

個人から／，298万4，239円

臼十日町地区　大池・4戸（4，000円）

塵水沢地区　馬場1～4・153戸

（15万3，000円）

■団体　市役所職員追加（7，000円）

■個人　小林国広・イチノ（城之古

1・1万円……金婚記念）

　国際交流・文化スポーツ基金（7

目末現在：3，396万／，757円）二庭野

正之助氏叙勲祝賀会発起人会（1万

9，980円）

　交通遺児等援助基金＝関口潔（加

賀糸屋町・20，700円）

　社会福祉事業へ＝加賀糸屋町町内

会（2，500円）土市老人クラブ（5，000

円）根津トミ（2，000円）岡村建治

（1，000円）東北電力㈱電気友の会

（16，952円）敬老号3班・代表上村

静枝（600円）南和会・会長上村隆

敏（1万円）阪東健次郎（高田町5・

10万円……香典返し）

　消防署へ二六華㈲取締役社長・瀧

澤甲子郎（5万円……消防用備品購

入資金として）

蓋踊辮のタ磯 8目／6日（日）夜7時一眠体育館主催：舘㌃
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「
上
州
街
道
」

　
　
つ
な
ぎ

「
六
箇
貰
」

「
関
東
街
道
」

ニツ屋の池と新井文圭

　
　
　
　
　
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
栃

窪
峠
を
越
え
る
道
は
、
関
東
へ
往
来
す

る
重
要
な
道
で
し
た
。
麻
畑
か
ら
は
田

麦
に
登
り
、
芋
川
を
渡
っ
て
野
中
か
ら

ニ
ツ
屋
に
降
り
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

傍
ら
に
ニ
ツ
屋
の
池
が
あ
り
ま
す
。

　
下
の
池
は
寺
池
と
呼
ば
れ
、
昔
「
真

浄
院
」
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
が
、
あ
る

　
　
　
　
わ
ん

時
、
借
り
た
椀
を
汚
れ
た
ま
ま
返
し
た

ら
一
夜
の
う
ち
に
寺
は
地
中
に
沈
み
、

そ
の
跡
が
池
に
な
っ
た
と
い
う
話
が
伝文圭の龍の絵

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
し
い
二
千
年
蓮

　
　
　
ヤ

が
咲
い
て
い
る
上
の
池
は
弁
天
池
と
呼

ば
れ
、
池
の
ほ
と
り
に
は
弁
財
天
を
ま

つ
っ
た
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
お
堂
の
天
井
に
は
、
龍
の
絵
が

ゆ
う
こ
ん

雄
渾
な
筆
致
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
絵
を
書
い
た
新
井
文
圭
は
、
名
を
忠

真
と
い
い
江
戸
の
旗
本
で
、
絵
は
谷
文

晃
に
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
一
時
期
長

岡
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
が
、
関
口
雪

翁
に
招
か
れ
て
十
日
町
に
き
ま
し
た
。

こ
の
絵
を
書
い
た
の
は
元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
四
月
で
す
が
、
こ
の
こ
ろ
「
十

日
町
に
過
ぎ
た
る
も
の
が
三
つ
あ
る

訪
諏
の
御
武
家
杉
　
文
圭
先
生
に
時
の

鐘
」
と
う
た
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
せ
つ
ら
ん

根
津
東
陵
、
湯
沢
雪
轡
、
樋
口
石
翁
ら

に
絵
を
教
え
、
明
治
十
一
年
・
七
十
二
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
時
に
奉
納
さ
れ
た
俳
句
・

の
額
も
あ
り
ま
す
。
選
者
は
江
戸
の
其

　
　
　
　
こ
ど
ヤ
つ

葉
、
湯
沢
の
古
業
（
高
橋
半
左
衛
門
）
、

塩
沢
町
上
一
日
市
の
季
郎
（
原
田
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
こ
う

三
人
で
、
地
元
の
俳
人
と
と
も
に
鶴
泉

（
田
村
謙
助
）
、
固
山
（
富
井
孫
蔵
）

な
ど
江
戸
時
代
の
末
か
ら
明
治
の
初
め

に
活
躍
し
た
俳
人
の
名
も
見
え
ま
す
。

　
静
か
な
お
堂
の
中
で
こ
れ
ら
の
絵
や

額
を
見
て
い
る
と
、
こ
の
峠
道
を
往
来

す
る
旅
人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
の

姿
が
目
に
浮
ん
で
き
ま
す
。

．
一
．
へ

＝　
　
　
6

7
＝

7

一32一

時
津
風
部
屋
の

　
　
合
宿
で
里
帰
り

　
　
　
　
大
鈴
木
　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
（
時
津
風
部
屋
・
η
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
げ

　
昨
年
二
月
に
時
津
風
部
屋
入
門
。
髭

も
伸
び
、
身
長
一
八
五
独
．
、
体
重
一
四

〇
キ
。
の
力
士
姿
も
堂
々
と
し
た
も
の
。

で
も
、
　
「
初
め
は
怖
か
っ
た
。
ガ
チ
ー

ン
と
ぶ
つ
か
っ
た
一
瞬
、
目
の
前
が
真

っ
暗
、
星
が
チ
カ
チ
カ
す
る
ん
で
す
」

と
、
入
門
当
時
の
話
を
。

　
足
の
裏
、
体
中
の
傷
か
ら
は
毎
日
の

　
　
　
け
い
こ

厳
し
い
稽
古
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
．

　
　
　
あ
ご

「
脇
と
顎
を
締
め
、
前
へ
前
へ
出
る
稽

古
、
稽
古
。
押
し
相
撲
の
北
勝
海
が
好

き
な
タ
イ
プ
で
す
」
。
流
れ
出
る
玉
の

汗
、
そ
し
て
投
げ
飛
ば
さ
れ
る
た
め
体

中
が
砂
だ
ら
け
に
な
る
そ
う
で
す
。

　
昨
年
五
月
の
初
土
俵
以
来
、
八
場
所

の
通
算
成
績
は
3
5
勝
2
1
敗
。
　
「
大
勝
で

な
く
、
一
歩
一
歩
力
を
つ
け
な
が
ら
勝

ち
進
み
た
い
で
す
」
。
緊
張
す
る
の
は

土
俵
下
の
控
え
に
座
っ
た
と
き
と
か
。

「
上
が
っ
た
ら
、
相
手
か
ら
目
を
離
し

ま
せ
ん
。
　
『
痛
い
』
と
思
っ
た
ら
も
う

負
け
で
す
」
。

　
先
の
七
月
・
名
古
屋
場
所
（
三
段
目

59

枚
目
）
で
は
4
勝
3
敗
。
九
月
場
所

の
番
付
表
が
楽
し
み
で
す
。
先
輩
の
凱

皇
関
に
追
い
つ
け
、
が
ん
ば
れ
”
大
鈴

木
”
！
　
（
本
名
・
鈴
木
修
、
実
家
は

山
本
町
二
、
南
中
学
校
卒
業
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘繍騰舞i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撚　　　　　　　　　　　　　　　　　繰．震羅　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　謹　　　　　　　　　　　　　　　羅’　　　　簸曇鑛
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総務課文書広報係
奮57－3111内線213・214

小
学
校
社
会
科
四
年
生
の
教
科
書
の

「
雪
国
の
く
ら
し
」
の
ぺ
ー
ジ
で
当
市

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
も
四
つ

の
教
科
書
で
す
か
ら
、
全
国
の
相
当
数

の
子
供
た
ち
が
授
業
で
対
面
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
こ
と
か
ら
先
生
方
が
休
み

を
利
用
し
て
来
市
、
ま
た
子
供
た
ち
か

ら
の
照
会
の
手
紙
が
届
い
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
新
し
い
動
き
が
あ
り
ま
す
。

団
体
で
の
視
察
で
す
。

　
今
月
四
日
、
二
十
五
・
六
日
は
一
泊
、

二
十
七
日
と
、
横
浜
市
と
東
京
・
町
田

市
か
ら
合
わ
せ
て
百
十
人
の
先
生
方
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
学
校
間
の
交
流
、

次
回
は
観
光
で
来
市
…
…
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
な
が
ら
応
対
し
て
い
ま
す
。

●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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と砺ま妙自然

　キイトトンボ　⑤⑤
．
．

難

穣
嚢
麟

　
　
叢響鑓

な
　
ら
マ
見
ン
遇

ヤ
　
で

ン
　
に

ギ
　
こ
　
ど

ペ
ボ
　
　
、

ン
　
こ

k
l
　
・
つ

ラ
　
よ

カ
　
じ
オ
同

シ
　
と

　
ど

ユ4

れる普通のトンボです。明るい水

辺の草地が好きで、8月ごろ、ヨ

シやマコモなどの草の間を活発に

飛び回っています。
　　　　　　　　　　
　イトトンボの仲間は小さいので、

気をつけないと見つけにくい種類
　　　　　　　　　　　　　　　
が多いですが、キイトトンボのお
　

すは、あざやかな黄色をしている
　　　　　　　　　　　　　　　
のでよく目につきます。めすは、全

体がにぶい緑がかった黄色をして
　　　　　　　　　　　　　■いるのであまり目立ちません。

衷類のう鐙き
7月31日現在
住民基本台帳

　　　　　　　　　　　　　　　、人口47，562人（前月比＋26）男23，345人（±0）女24，217人（＋26）世帯数12，339（＋5）


